
 オ ホームページ
　  　(ＵＲＬ)

http://orange-note.org/（スマートフォン対応）

 エ Ｅ－ｍａｉｌ aizumi-ikuseikai@mh.pikara.ne.jp

 ウ 電話番号等
　　(ＴＥＬ・ＦＡＸ)

TEL：088-635-8461　FAX：088-635-8462

 イ 事業所等の所在地
　　(市町村コード)

〒771-1224
徳島県板野郡藍住町東中富字西安永133番地59（36403）

(１)　事業所等の名称、所在地及び電話番号その他の連絡先

 ア 事業所等の名称 オレンジノート

２　障害福祉サービス等を提供し、又は提供しようとする事業所等に関する事項

 イ 事業所の名称 オレンジノート

 ア サービス種類
    (箇所数)

児童発達支援・放課後等デイサービス・保育所等訪問支援(１ヵ所)

 ウ 事業所の所在地
〒771-1224
徳島県板野郡藍住町東中富字西安永133番地59

(４)　法人等が都道府県内で実施するサービス

 ア　設立年月日 平成18年12月27日

(３)　法人等の設立年月日

(２)　法人等の代表者の氏名及び職名

 ア　職・氏名 理事長　高田 逸雄

 カ ホームページ
　  　(ＵＲＬ)

http://orange-note.org/

 オ 電話番号等
　　(ＴＥＬ・ＦＡＸ)

TEL：088-635-8461　FAX：088-635-8462

〒771-1224 徳島県板野郡藍住町東中富字西安永133番地71
法人等の主たる事務所の所在地（〒）　

 ウ 法人番号 1-4800-0500-3973（平成27年10月 5日・法人番号指定）

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）

 イ 法人等の名称 藍住町手をつなぐ育成会

特定非営利活動法人　藍住町手をつなぐ育成会

令和３年度　事業報告

障害児通所支援事業（ 児童発達支援・放課後等デイサービス・保育所等訪問支援 ）

(１)　法人等の名称、主たる事業所の所在地及び電話番号その他の連絡先

 ア 法人等の種類

１　事業所等を運営する法人に関する事項

Ⅰ　基本情報

 エ 法人等の所在地
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 ウ　職員の職種
管理者、児童発達支援管理責任者、機能訓練担当職員、事務職員、
児童指導員、保育士、障害福祉サービス経験者等

 エ 職員の常勤換算数
    (イの職員)

 イ　職員の実人数
　　（部門全体）

16名（常勤、非常勤、正規、非正規職員をすべて含む。）

(１)　職種別の従業者の数、勤務形態、労働時間、従業者１人当たりの利用者数等

 ア　職員の実人数
　　（事業所全体）

27名（常勤、非常勤、正規、非正規職員をすべて含む。）

３　事業所等においてサービスに従事する従業者に関する事項

 オ 常勤職員の要勤務
　  時間数／週

40時間（160時間／月、20日勤務／月）

11.0名（常勤、非常勤、正規、非正規職員をすべて含む。）

（労働契約上の各職員の労働時間／160時間の合計値）

(９)　サービス別の項目

運営形態：多機能型事業所
事業類型：児童発達支援（センター以外）、放課後等デイサービス（重症心身障がい児以外）
　　　　　保育所等訪問支援

(８)　社会福祉士及び介護福祉士法第４８条３に規定する登録喀痰吸引等事業者

該当なし

(７)　事業所等の財務状況（財務諸表等による直近年度の決算資料

　活動計算書（ＮＰＯ法人損益計算書）、事業活動計算書（損益計算書）、資金収支計算書（キ
ャッシュフロー計算書）及び貸借対照表（バランスシート）は、別紙「決算書」による。

徒歩又は車輌(最寄りのバス停留所「第十新田」)

(６)　事業所等までの主な利用交通手段

 イ 指定の年月日 令和 3年 4月 1日（令和 9年 3月31日まで）

 ア 事業開始の年月日 平成25年 4月 1日

 ウ 指定更新の年月日 令和 3年 3月23日

(５)　事業の開始年月日若しくは開始予定年月日及び指定を受けた年月日

 ア 職・氏名 所長　　森  哲哉

(４)　事業所等の管理者の氏名及び職名

 ア 指定事業所番号
児童発達支援・放課後等デイサービス・保育所等訪問支援
（3651500070）

(３)　指定事業所番号

(２)　従たる事業所の有無（所在地）

無

事業報告 特定非営利活動法人　藍住町手をつなぐ育成会



ア　利用者の人権尊重と個人の尊厳の確保
　　「あたりまえの暮らしへの支援」として人権の尊重を掲げ、自己決定・自己選択への配慮と
　して言葉づかい・接し方への実践を心掛け、その確保について重点的にこれを行っている。
イ　火災・地震（東南海・南海地震を含む）・津波・風水害等の災害防止
　　切迫する南海・東南海地震に備え、日中活動事業所として、成人である障がい者と児童であ
　る障がい児の双方及び職員等が円滑に避難・防災ができるようこれを確立するとともに、地域
　における拠点機能が働けるよう、地域住民との連携に努めた。

(５)　サービス別の項目

0名 （令和2年度までの受講者数： 0名）
 キ 行動援護従業者養成
　　研修の修了者数

1名 （令和2年度までの受講者数： 9名）
 カ 強度行動障がい支援
　　者研修の修了者数

 イ 資質向上に向けた
　　研修等の実施状況

新型コロナウイルス感染拡大防止のため本年度は実施なし。

0名 （令和2年度までの受講者数： 0名）
 オ 喀痰吸引等の修了
　　者数

 エ 虐待防止に係る
　　研修の実施状況

全国障害者総合福祉センター主催の「意思決定支援と虐待防止に関す
る研修会」を常勤１名に受講させ、事業所内の研さんを含めた。

 コ 管理者の他の職務
　　との兼務の有無

機能訓練担当職員（心理指導担当職員）

(４)　従業者の教育訓練のための制度、研修その他の従事者の資質向上に向けた取組の実施状況

 ア 研修実施計画の有無 有　別紙「研修実施報告」による。

(３)　従業者の健康診断の実施状況

　一般健康診断に係る事項（既往歴、自覚症状、身長、体重、腹囲、視力、色覚、聴力、血圧、
検尿、胸部Ｘ線、心電図、血液（脂質、血糖、検血、肝機能、感染症、血液型））について、
本年度６月から７月までの間において各職員１回の健康診断を実施した。

事業所等で実施している従事者の資質向上に向けた研修等の実施・

 ウ 意思決定支援に
　　係る研修実施状況

全国障害者総合福祉センター主催の「意思決定支援と虐待防止に関す
る研修会」を常勤１名に受講させ、事業所内の研さんを含めた。

 ウ 業務従事した経験
　　年数別の人数

常勤職員　　全11名（3年未満(3名)、3年以上(3名)、5年以上(5名)）
非常勤職員　全 7名（3年未満(1名)、3年以上(2名)、5年以上(4名)）
正規職員　　全11名（3年未満(3名)、3年以上(3名)、5年以上(5名)）
非正規職員　全 7名（3年未満(1名)、3年以上(2名)、5年以上(4名)）
　※　他の福祉サービスと職種を兼務する職員は、１名カウント。

 イ 前年度の退職者数 2名

(２)　従業者の当該報告に係る障害福祉サービス等の業務に従事した経験年数等

 ア 前年度の採用者数 2名

 ケ 資格を有している
　　職員の数

16名

 ク 利用予定人員／月
　　(カ・１人当たり)

4.0名

※ 児童発達支援・放課後等デイサービス・
　 保育所等訪問支援の利用実人員の合計

 キ 利用実人員

 カ 職員の常勤換算数
    (イの直接支援職員)

10.0名

（直接支援職員の職務配置時間／160時間の合計値）

40名（令和2年度：41名）
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26 26 27 24 28 24 25 22 22 26 299

合計 平均

36 0.5

0 0 0 8 7 11 11 10 10 7 7 7 78 156

11 0 3

10名（児童発達支援・放課後等デイサービスの合計）
なし（保育所等訪問支援は、定員の定めなし）

 カ サービス等報酬の
　　基本・加算状況

　児童発達支援基本、放課後等サービス基本、児童指導員等加配加算
専門的支援加算、家庭連携加算、事業所内相談支援加算、利用者負担
上限額管理加算、福祉専門職員配置等加算(Ⅰ)、欠席時対応加算、特
別支援加算、個別サポート加算、送迎加算、延長支援加算、関係機関
連携加算、福祉・介護職員処遇改善加算、福祉・介護職員特定処遇改
善加算、保育所等訪問支援基本、訪問支援員特別加算

8

4 5 6 7 8 9

令和３年 令和４年

10 11 12 1

3 0 0 02 2 4 3

2 3

保育所等訪問支援：21名（契約者数）

3,822 12.8323 322 338 305 282 355336 301 313 315 323 309

26 23

12 1 2 34 5 6 7 8 9 10 11
合計 平均

 イ 利用者送迎の実施
有　「学校→事業所」間の送迎あり。（事業所近隣の学校に限る。）
 　 「事業所→自宅」間の送迎は藍住町在住であることを原則とする。

 オ 利用実人員

児童発達支援・放課後等デイサービス：40名（契約者数）

令和３年 令和４年

 エ 利用定員

障がい児（主として知的障がい、発達障がい）

(４)　サービスの内容等

 ア 主たる対象とする
　　障がいの種類

(３)　事業所等が通常時に障害福祉サービス等を提供する地域

徳島県藍住町

 ウ 協力医療機関 稲次病院、枡富歯科医院

 ウ サービス提供所要
　  時間

学校授業終了後の場合：学校授業終了後において2～4時間程度
学校休業日の場合　　：5～7時間程度

 イ 利用可能な時間帯
（児発・放デ）午前 9時30分から午後 5時30分まで
（保育所訪問）午前 9時30分から午後 0時30分まで

(２)　サービスを提供している日時

 ア 事業所の営業時間
（児発・放デ）午前 9時30分から午後 5時30分まで
（保育所訪問）午前 9時30分から午後 0時30分まで

１　事業所は、児童が生活能力の向上のために必要な訓練を行い及び社会との交流を図ることが
　できるよう、児童の身体及び精神の状況並びにその置かれている環境に応じて適切かつ効果的
　な指導及び訓練を行うものとする。
２　福祉サービスの提供に当たっては、地域及び家庭との結び付きを重視し、利用者の所在する
　市町村、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成１７年法律第１
　２３号）に規定する、障害福祉サービスを行う者等との密接な連携に努めるものとする。
３　前項のほか、法及び児童福祉法に基づく指定障害児通所支援の事業等の人員、設備及び運営
　に関する基準（平成２４年厚生労働省令第１５号）に定める内容のほか関係法令等を遵守し、
　福祉サービスを提供するものとする。

４　障害福祉サービス等の内容に関する事項

(１)　事業所等の運営に関する方針
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　事故が発生した場合は、利用者、徳島県及び関係市町村等に連絡を行うとともに必要な措置を
講じ、事故の状況及び事故に際して取った処置について記録するとともに、万一の事故に備え、
損害保険に加入し、賠償すべき事故が発生した場合は、当該損害賠償を適切かつ速やかに行える
体制を整備した。

損害賠償保険の加入状況・

(８)　障害福祉サービス等の提供により賠償すべき事故が発生したときの対応の仕組み

 エ 苦情処理結果の
　　開示状況

年度ごとに集計し、ホームページを活用して公表した。

 ウ 対応している時間 午前 9時30分から午後 5時30分まで

 イ 電話番号等
　　(ＴＥＬ・ＦＡＸ)

TEL：088-635-8461　FAX：088-635-8462

(７)　利用者等からの苦情に対する窓口等の状況

 ア 窓口の名称 オレンジノート

(６)　障害福祉サービス等の利用者への提供実績

延40名（身体障がい：0名、知的障がい：19名、精神障がい：1名、他：20名）

 ク 福祉用具の
　　設置状況

車いす(1台)、歩行補助つえ(無)、歩行器(無)

 キ バリアフリーの
　　対応状況

スロープの整備、トイレ内の手すりの設置等

 ア 建物の構造

 イ 送迎車輌の有無

 カ 防犯システム及び
　　機器の状況

 ウ トイレの設置数

4台（法人有車輌等）

ＡＬＳＯＫガードシステム（綜合警備保障㈱）

 オ 消火設備等の状況

建物の耐火構造　　　　　　その他
壁・天井等の内装仕上　　　準不燃
防火管理者の選任　　　　　オレンジノート所長（義務有）
誘導灯　　　　　　　　　　設置有（義務有）
消火器具　　　　　　　　　設置有（義務有）
　※点検予定月：6月、11月
自動火災報知設備　　　　　設置無（義務無）
消防機関への火災報知設備　設置無（義務無）
屋内消火栓設備　　　　　　設置無（義務無）
スプリンクラー設備　　　　設置無（義務無）
防炎物品　　　　　　　　　設置無（義務無）
消防用設備等点検報告　　　設置有（義務有）

 エ 浴室の設備の状況

木・軽量鉄骨造合金メッキ鋼板ぶき
平屋建（160.18平方メートル）

写真（縦）

無

2ヵ所

(５)　サービスを提供する事業所、設備等の状況

 キ 要医療的ケア利用
　　者の受入体制

無
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 キ カとは区分される
　　費用の徴収状況

無
当該サービスにおいて提供される便宜のうち、その他の日常生活費とは区分されるべき費用(例：預り金の出納管理等）の徴収状況　

 カ 日常生活費の徴収の
　　状況

利用者選定による紙おむつ等の実費
当該サービスにおいて提供される便宜のうち、日常生活においても通常必要となるものに係る費用（日常生活費）の徴収状況　

無 オ 家賃等の徴収状況 写真（縦）

有（１回につきその実費又は実費相当額）
 エ 創作的活動に係る
　　材料費の徴収状況

写真（縦）

無
利用者の選定により、送迎を事業所等が提供する場合に係る費用の徴収状況　

 ウ 食事の提供に要す
　　る費用の徴収状況

写真（縦）

無
利用者の選定により、通常の事業の実施地域以外の地域の利用者に対してサービスを提供に要した交通費の徴収状況　

 イ 利用者選定による
　　送迎費の徴収状況

(１)　障害福祉サービス等給付以外のサービスに要する費用

 ア 通常地域以外の
　　交通費の徴収状況

５　障害福祉サービス等を利用するに当たっての利用料等に関する事項

 オ 学校との連携の有無 有

無料／1食（昼食）当たり

無

0名

有（児童発達支援・放課後等デイサービスともに同じ）

 ウ 保育所等と併行通園
　　する利用者の人数

 イ ガイドラインにおけ
　　る自己評価の公表

有

(11)　サービス別の項目

 ア 保護者支援の実施の
　　有無

 イ 第三者による評価
　  の実施状況

実施していない。

第三者による評価の実施（受審）状況　

 エ 併行通園先との連携
　　の有無

　児童発達支援ガイドライン及び放課後デイサービスガイドラインに
基づくアンケートを実施した。

利用者アンケート調査、意見箱等利用者の意見等を把握する取組の状況　

(10)　利用者等の意見を把握する体制、第三者による評価の実施状況等

 ア 利用者の意見等を
　　把握する取組の状況

徳島県における障害者総合支援法施行条例の順守
　ア　非常災害対策
　　　事業所の立地環境を考慮し、相互に連携して非常災害時における被災者支援に努めた。
　イ　歯と口腔の健康づくり
　　　職員の知識及び理解を深め、利用者の歯と口腔の健康づくりのため、次の事業を実施した。
　(ア)　行事レクリエーション（歯みがきをしよう）
　ウ　地域との交流
　　　地域との交流を図るため、事業所の一部を使用して次の団体等と連携事業を実施した。
　(ア)　藍住町手をつなぐ親の会における総会・連絡会を実施するための設備の使用
　エ　スポーツの推進に係る基準
　　　利用者が自主的かつ積極的にスポーツに親しむことができるよう、次の事業を実施した。
　(ア)　障がい特性に配慮したスポーツ活動を（月２回程度）藍住町及び近隣市町村スポーツ施
　　　設において実施した。

(９)　障害福祉サービス等の提供内容に関する特色等
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 (イ) 利用者等のプライバシーの保護のための取組の状況

利用者等に対する利用者等が負担する利用料に関する説明の実施の状況・

 イ 利用者本位の障害福
　　祉サービス等の質の
　　確保のために講じて
　　いる措置

　個人情報保護に関する方針を策定し、事業所内部にあっては、
入・退所・利用に係る記録、健康管理記録、他事業所等へ情報提
供を伴う場合にあっては、他事業者等との連携、照会回答記録、
医療機関へ情報提供が必要な利用者の記録、利用料収受の事務等
に対して漏えいのないよう細心の注意のもと実施するよう努めた。

　計画の作成について、利用者から利用契約書及び重要事項説明
書に署名押印を得ることをもってその同意を得た。又利用申込書
の判断能力に障がい特性がみられる場合は、その家族又は成年後
見人等との契約の締結、又は第三者の立会人を求めた契約を締結
した。

サービス提供開始時における利用者等に対する説明及び利用者等の同意の取得の状況・

 (ア) 計画の作成及び利用者等の同意の取得の状況

　利用者の目標や利用者及びその家族等の希望（ニーズ）を踏ま
えた児童発達支援、放課後等デイサービス計画及び保育所等訪問
支援計画を、個別支援会議を経て、利用者ごとに作成した。この
計画は、利用者及びその家族等に説明し、利用者又はその家族等
の署名若しくは記名押印をもって同意を得た。

　VinelandⅡ（適応行動評価尺度）を用いた特別支援、事例検討
を活用した特定個別支援を実施するとともに、事業所内の研さん
を深めた。

重度の肢体不自由等の常時介護を要する利用者に対するサービスの質の確保のための取組の状況・

 (ア) 重度障がい者に対するサービスの質の確保のための取組の状況

(１)　障害福祉サービス等の内容に関する事項

 ア 障害福祉サービス等
　　の提供開始時におけ
　　る利用者等に対する
　　説明及び契約等に当
　　たり、利用者等の権
　　利擁護等のために講
　　じている措置

Ⅱ　運用情報

６　事業所等運営の状況

 (エ) 利用者等に関する情報の把握及び課題の分析の実施の状況

　利用者の居宅を訪問（利用者等の希望により、一部は事業所で
実施）し、アセスメント記録票（解決すべき課題の把握）に徴収
した内容及び観察結果を記録するとともに、障害児支援利用計画
を作成した相談支援専門員と情報共有等を実施した。

 (ウ) 利用者等が負担する利用料に関する説明の実施の状況

　サービス提供内容、障害児通所給付費以外の費用及び請求金額
等の明細が記載されている請求書を利用者に対して交付し、説明
した。

利用者等の状態に応じた当該サービスに係る計画の作成及び利用者等の同意の取得の状況・

 (イ) 利用者等に対する説明及び利用者等の同意の取得の状況
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　管理者及び児童発達支援管理責任者と各職員が合同で業務改善
等について検討するため、職員会議を毎月実施した。

 
 ア 適切な事業運営の確
　　保のために講じてい
　　る措置

　事業内容、財務内容を確認できるよう、事業報告書及び決算書
等をホームページで公表して、事業運営の透明性を図った。

 (イ) 計画的な事業運営のための取組の状況

　経営、運営方針等が明記された事業計画を作成した。

 (ア) 従業者等が守るべき倫理、法令等の周知等の実施の状況

　倫理要領・職員行動指針を作成して、職員等が守るべき倫理、
法令等を周知した。

従業者等に対する従業者等が守るべき倫理、法令等の周知等の実施の状況・

 (ウ) 事業運営の透明性の確保のための取組の状況

 (エ) サービスの提供に当たって改善すべき課題に対する取組の状況

(２)　障害福祉サービス等を提供する事業所等の運営状況に関する事項

　支援計画フェースシートに、症状別のかかりつけ医に係る情報
を記載して利用者とその情報を共有するとともに、必要な場合は
かかりつけ医と連絡調整した。

　相談支援専門員に対し、提供したサービス内容を定期的に報告
するとともに、職員がサービス調整会議に出席した記録も併せて
整備した。

 (イ) 主治の医師等との連携の状況

 オ 障害福祉サービス等
    の質の確保、透明性
　　の確保等のために実
　　施している外部の者
　　等との連携

 (ア) 相談支援専門員等との連携の状況

　６ヵ月に１回以上、児童発達支援・放課後等デイサービス計画
及び保育所等訪問支援計画の見直しを議題とする個別支援会議を
実施するとともに、その結果、障害児支援利用計画の変更が必要
であると判断した場合は、相談支援専門員に提案した。

　管理者又は児童発達支援管理責任者等が、６ヵ月に１回以上、
利用者の居宅を訪問して、利用者の希望及び心身の状態等を記録
するとともに、児童発達支援・放課後等デイサービス計画及び保
育所等訪問支援計画の評価を記入した記録を作成した。

 (イ) サービスに係る計画等の見直しの実施の状況

相談、苦情等の対応のための取組の状況・

 エ 障害福祉サービス等
　　の内容の評価、改善
　　等のために講じてい
　　る措置

 (ア) サービスの提供状況の把握のための取組の状況

 ウ 相談等の対応のため
　　に講じている措置

　重要事項説明書に相談、苦情等の対応窓口及び責任者を明記して、
当該対応マニュアルを整備した。又、相談、苦情等対応の経過を記録
し、その結果について、利用者及びその家族等に説明した。
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 (ウ) サービスの提供マニュアル等の活用及び見直しの実施の状況

　マニュアル等について、職員が自由に閲覧できる場所に設置す
るとともに、支援員会議等でマニュアル等の見直しについて検討
した。

ａ　アンケート評価票を年１回以上実施して満足度を調査した。
ｂ　支援員会議で質の確保について検討する仕組みを構築した。

利用者等の意向等も踏まえたサービスの提供内容の改善の実施の状況・

　職員配置基準に係る必要な研修は実施したが、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止の観点から、予定していた研修は参加を取りや
めた。年度終盤ではオンライン研修を実施した。

 (イ) サービスの提供内容の改善の実施の状況
 オ 障害福祉サービス等
　　の質の確保のために
　　総合的に講じている
　　措置

 (ア) 従業者等の計画的な教育、研修等の実施の状況

 エ 情報の管理、個人情
　　報保護等のために講
　　じている措置

　利用者の求めに応じて、児童発達支援・放課後等デイサービス
計画及び保育所等訪問支援計画の変更時（再アセスメント・モニ
タリング時）に、サービス提供記録を開示した。

　個人情報の保護に関する基本方針及び個人情報の保護に関する
規定をホームページに掲載し、利用者及びその家族等の個人情報
の利用目的を公表した。

 (イ) サービスの提供記録の開示の実施の状況

安全管理及び衛生管理のために講じている措置（安全管理及び衛生管理のための取組の状況）　

 (ア) 個人情報の保護の確保のための取組の状況

　管理者、児童発達支援管理責任者等の役割分担について、職務
分掌により、当該職務を明確化した。

 (イ) サービス提供に係る情報を職員間共有するための取組の状況

 ウ 安全衛生管理のため
　　に講じている措置

　事故の発生又はその再発の防止、緊急時の対応、非常災害時の対応
利用者ごとの緊急連絡網、感染症の発生の予防及びまん延の防止等に
ついて、マニュアルの整備及びヒヤリ・ハット事例の記録、研修等を
実施した。

 (ウ) 従業者からの相談対応及び指導の実施の状況

　職員からの相談に応じる担当者を主任支援員等として各部門に
設定するとともに、新任職員に対し、実地指導を適宜実施した。

従業者からの相談に対する対応及び従業者に対する指導の実施の状況・

 イ 事業運営を行う事業
　　所等の運営管理、業
　　務分担、情報の共有
　　等のために講じてい
　　る措置

 (ア) 事業所等における役割分担等の明確化のための取組の状況

　サービス提供記録等に管理者及び担当職員の確認印を押印して
必要な情報を共有した。

サービスの提供のために必要な情報について従業者間で共有するための取組の状況・
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　　備　考
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